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　今年も12月になり、冬らしい気候になってきました。例
年なら冬になるとインフルエンザなどのウイルス感染症
が増えてきますが、今年は早い時期からインフルエンザ
の患者さんが増えてきています。
　インフルエンザは突然の発熱、咳嗽（通常乾性咳嗽）、
頭痛、筋肉痛および関節痛、激
しい倦怠感、咽頭痛鼻汁などの
症状が現れるのが特徴です。
 　今年5月に新型コロナウイ
ルス感染症は5類感染症となり
ました。
　コロナ禍では、感染予防に
よって、ウイルスに接触してい
る時間が少なくなっていたた
め、インフルエンザの罹患率が減少していましたが、生活
環境の変化に伴って今年は8月から増加しています。

冬にインフルエンザが流行りやすい要因

  

　これからインフルエンザが猛威を奮う時期が来て、さ
らに患者が増えると予想されます。
　国もインフルエンザが流行すると予想して、ワクチン
供給予定量について通常年の使用量を超える量が準備
され、また抗インフルエンザウイルス薬の供給予定量は
約2,145万人分で昨シーズンの供給量の5倍も準備がさ
れています。
　この時期を乗り切るためになぜインフルエンザが流行
るのかを知り、対策をしましょう。

今年のインフルエンザ
           を乗り切りましょう

感染予防のための意識と対策

　冬にインフルエンザが流行するのは、夏季に比べて湿
度が下がり、のどや鼻の粘膜が乾燥し、免疫機能が低下し
てしまうためです。
　冬は厚着による体温調節を行っていますが、夏ほど汗
をかいている自覚が薄く、いつの間にか水分が不足し、乾
燥による免疫低下を起こしやすい状態になってしまいま
す。 更に、湿度が下がることで、ウイルスが空気中に舞い
上がっている時間が長くなることも影響します。
　湿度60%に比べ湿度30％では約2倍も遠くにウイルス
は飛んでいき、舞っている時間も長くなります。　
　感染者と十分な距離があるから感染しないというわけ
ではなく、注意が必要です。

　ウイルスは低温・乾燥した空気中で感染しやすく、体内
などで増殖する事で発症します。つまり感染しただけでは
発症しません。
　空気を乾燥させないために加湿を行い、体の抵抗力を
落とさないために定期的な水分補給を行うことでインフ
ルエンザの発症を減らすことができます。
　また、インフルエンザワクチンの接種も対策としては有
効です。免疫機能を活性化させ、発症を予防します。
　実際に国のデータでは「ワクチンを接種しなかった方の
発病率３０％(30／100人)、ワクチンを接種した方の発病
率１２％(24／200人)」という結果があります。ワクチンを
接種していても発症するブレイクスルー感染もあります
が、その場合でも重症化しにくくなるメリットがあります。
　インフルエンザに罹らない為に、ワクチン接種や感染予
防で乗り切りましょう。
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※インフルエンザウイルスの至適湿度は15-40％
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